
富
士
乃
湯（
長
野
県
・

浅
間
温
泉

）

二
木
　
伸
次
さ
ん



古美術や古文書展示

群
馬
県
後
期
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
の
推
進

群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合

人に優しい地域の宿づくり賞
全旅連　第回

⑨

全旅連　第回

　（
優
秀
賞
）

来
年
大
河「
明
智
光
秀
」学
ぶ

Ｋ
Ｃ
Ｐ
　
第

回
女
性
文
化
講
座
を
開
催

四
国
、北
陸
が
上
昇

８
月
の
客
室
利
用

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ

新
し
い
価
値〝
共
創
〟を

京
都
で「
国
内
大
商
談
会
」
ＫＣＰ関西

５
０
０
軒
以
上
対
象


日
か
ら
大
感
謝
祭

ゆ
こ
ゆ
こ

館
内
で
和
文
化
体
験
も

斑
鳩
に
新
し
い
宿
泊
施
設
和空法隆寺

ま
ち
か
ど
健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト

「
眠
り
に
い
い
宿
」認
定

会員社員を対象に新制度
他旅館の見学に補助

ＪＴＢ旅ホ連

「
東
京
都
」が
人
気
エ
リ
ア
１
位

９
月
３
連
休
旅
行
動
向
調
査

Ｒｅｌｕｘ
トラベルラボ

　
―
―
歴
史
の
あ
る
宿
だ

そ
う
で
す
ね
。

　
「
江
戸
後
期
の
天
保
３

（
１
８
３
２
）
年
の
創
業

で
私
は

代
目
で
す
。
小

さ
な
湯
宿
で
す
が
、
浅
間

温
泉
が
松
本
城
主
の
御
殿

湯
で
、
城
主
と
縁
が
深
か

っ
た
先
祖
か
ら
代
々
伝
わ

る
古
美
術
や
古
文
書
な
ど

が
当
館
に
あ
り
、
館
内
に

展
示
し
て
い
ま
す
」

　
―
―
古
美
術
や
古
文
書

と
い
う
と
。

　
「
当
館
所
蔵
の
信
州
松

本
城
図
は
現
存
す
る
最
古

の
松
本
城
の
絵
図
で
、松

本
城
太
鼓
門
復
元
の
際
、

資
料
に
な
り
ま
し
た
。実

物
は
畳
３
畳
ほ
ど
の
大
き

さ
で
す
の
で
、
％
縮
図

の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て

い
ま
す
。兜か

ぶ
と

や
刀
、裃か

み
し
も

、

掛
け
軸
な
ど
も
あ
り
、近

年
増
え
て
い
る
外
国
人
の

お
客
さ
ま
も
興
味
深
そ
う

に
鑑
賞
さ
れ
て

い
ま
す
」

　
―
―
客
室
、

浴
場
は
。

　
「
数
寄
屋
造

り
の
建
物
に
純

和
室
の

室

で
、こ
の
う
ち

３
室
が
源
泉
掛

け
流
し
の
半
露

天
風
呂
付
き
客

室
で
す
。ベ
ッ

ド
を
配
置
し
た

部
屋
は
現
在
１

室
で
す
が
、高
齢
の
お
客

さ
ま
へ
の
対
応
な
ど
も
考

え
て
今
後
増
や
す
予
定
で

す
」「
大
浴
場
に
加
え
、源

泉
掛
け
流
し
で
レ
ト
ロ
な

タ
イ
ル
と
畳
敷
き
の
貸
し

切
り
風
呂
が
人
気
で
す
」

　
―
―
料
理
は
。

　
「
信
州
サ
ー
モ
ン
や
大

王
イ
ワ
ナ
、
馬
刺
し
、
地

場
の
野
菜
な
ど
、
地
元
の

食
材
を
生
か
し
た
創
作
会

席
料
理
で
す
。
温
泉
街
に

温
泉
熱
を
利
用
し
た
イ
チ

ゴ
園
が
で
き
た
の
で
、
イ

チ
ゴ
の
デ
ザ
ー
ト
も
提
供

し
て
い
ま
す
。
お
酒
は
利

き
酒
師
の
資
格
を
持
つ
若

女
将
が
地
酒
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
食
事
は
夕
・
朝

食
と
も
に
お
部
屋
出
し

で
、
旅
館
ら
し
い
お
も
て

な
し
に
こ
だ
わ
り
ま
す
」

　
―
―
経
営
課
題
は
。

　
「
２
年
ほ
ど
前
か
ら
オ

フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
週
２
日

の
休
館
日
を
設
け
て
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
は
連
休
が

取
り
や
す
く
な
り
、
私
自

身
も
、
よ
そ
の
評
判
の
旅

館
に
女
将
と
泊
ま
り
に
い

く
な
ど
、
経
営
の
た
め
の

勉
強
に
時
間
を
充
て
る
よ

う
に
し
ま
し
た
」

　
【
１
泊
２
食
付
き
１
万

５
千
円
（
税
別
）
か
ら
】

　
こ
の
欄
は
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
主
催
の
第


回
「
人
に
優
し
い
地
域
の
宿
づ
く
り

賞
」
（
厚
生
労
働
省
後
援
）
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
各
賞
を
受
賞
し
た
、
全

て
の
人
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
旅
館
・
地
域
の
先
進
例
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
は
、

歳
以
上
の
「
後
期
高

齢
者
」
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る

事
業
を
始
め
た
。

高
齢
者
の
宿
泊
に

割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
特
典
を

付
与
。外
出
を
促
し
、健
康
の
維
持
、

促
進
に
役
立
て
て
も
ら
う
。
「
宿
の

利
用
促
進
に
も
な
る
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン

の
取
り
組
み
」
と
同
組
合
。

　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ぐ
ん
ま

」
と
題

し
、
同
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
な
ど
と
協
定
し
て
開
始
。
県
内
に

約

万
人
い
る
と
い
う
後
期
高
齢
者

を
対
象
に
、
組
合
加
盟
施
設
を
利
用

す
る
際
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
を
付
け

る
。
同
連
合
に
よ
る
と
、
後
期
高
齢

者
医
療
と
旅
館
と
の
健
康
づ
く
り
の

協
定
は
全
国
初
と
い
う
。

　
特
典
は
宿
泊
割
引
や
飲
食
の
サ
ー

ビ
ス
、
客
室
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
な

ど
、
施
設
に
よ
り
異
な
る
。
「
親
孝

行
割
」
の
名
称
で
、
親
子
２
世
代
、

３
世
代
で
宿
泊
し
た
家
族
に
宿
泊
料

を
一
定
額
割
り
引
く
特
典
が
目
玉
と

い
う
。

　
伊
香
保
、
草
津
、
水
上
、
四
万
な

ど

軒
の
組
合
員
旅
館
・
ホ
テ
ル
が

参
画
し
て
ス
タ
ー
ト
。「
具
体
的
な
成

果
は
今
後
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、平

日
の
宿
泊
者
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

や
、『
親
孝
行
割
』を
き
っ
か
け
と
し

て
親
と
子
や
孫
の

絆
が
一
層
深
ま
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」と
同
組
合
。

地　域 ％ 増減 地　域 ％ 増減

北海道 ． ． 北　陸 ． ．

東　北 ． －． 近　畿 ． ．

関　東 ． －． 中　国 ． －．

甲信越 ． ． 四　国 ． ．

東　海 ． －． 九　州 ． －．

８月　地域別客室利用率

出所　全日本シティホテル連盟

（１５） 第３００１号第３種郵便物認可２０１９年（令和元年）９月１４日（土曜日）

　
臼
井
　
新
氏
（
う
す
い
・

し
ん
＝
栃
木
県
鬼
怒
川
温
泉

・
花
の
宿
松
や
会
長
）
８
月


日
死
去
、

歳
。
告
別
式

は
９
月
６
日
、
同
県
日
光
市

の
今
市
ま
ご
こ
ろ
ホ
ー
ル
菊

屋
で
行
わ
れ
た
。
喪
主
は
長

男
で
花
の
宿
松
や
社
長
の
正

俊
（
ま
さ
と
し
）
氏
。

堀
会
長

商
談
会
の
様
子

月
光
庵
の
客
室

明
智
光
秀
の
生
涯
を
語
る
小
和
田
名
誉
教
授

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子

　
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連

盟
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
清
水
嗣
能

会
長
）
が

日
に
発
表
し
た

会
員
ホ
テ
ル
の
８
月
の
全
国

平
均
客
室
利
用
率
は

・
６

％
で
、
前
年
同
月
比
１
・
３

㌽
減
だ
っ
た
。
調
査
は
２
３

４
会
員
ホ
テ
ル
の
う
ち
１
２

５
軒
か
ら
回
答
を
得
た
。

　
地
域
別
で
の
利
用
率
の
ト

ッ
プ
は

・
０
％
の
北
海
道
。

次
い
で
、
・
２
％
の
北
陸
、


・
０
％
の
関
東
な
ど
。

　
前
年
同
月
比
で
利
用
率
が

上
が
っ
た
の
は
、

・
１
㌽

増
の
四
国
、
４
・
４
㌽
増
の

北
陸
、
１
・
９

㌽
増
の
近
畿
な

ど
。

　
一
方
、
利
用

率
が
低
か
っ
た

地
域
は
、

・

４
％
の
四
国
、


・
７
％
の
東

北
、

・
２
％

の
中
国
な
ど
。

　
前
年
同
月
比

で
利
用
率
が
下

が
っ
た
の
は
、

５
・
３
㌽
減
の

東
海
、
４
・
８

㌽
減
の
中
国
、

３
・
７
㌽
減
の

九
州
な
ど
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
会
（
Ｋ
Ｃ
Ｐ
）
関
西
連
合
会
は
５
日
、
新
・
都
ホ
テ

ル
（
京
都
市
南
区
）
で
「
第

１
回
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
会
関
西
連
合
会
　
国

内
大
商
談
会
」を
開
催
し
た
。

約
２
６
０
人
が
出
席
し
た
。

　
中
照
策
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
「
今
回
の
商
談
会
は

旧
近
旅
連
の
頃
か
ら
数
え
て

４
回
目
。
新
し
く
５
月
に
発

足
し
た
Ｋ
Ｃ
Ｐ
で
は
第
１
回

と
な
る
。
毎
回
参
加
者
が
増

え
て
き
た
。
（
会
員
、
会
社

が
）
互
い
に
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
せ
て
い
る
結
果
だ
と

思
う
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
松
本
知
・
近
畿
日

本
ツ
ー
リ
ス
ト
関
西
取
締
役

営
業
本
部
長
が
講
演
を
行
っ

た
。
同
社
の
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
共
創
　
Ｃ
ｏ
―
Ｃ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」に
つ
い
て
、

「
地
域
発
展
の
た
め
に
互
い

の
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
合
っ

た
り
、
多
様
な
立
場
の
人
た

ち
と
対
話
を
し
な
が
ら
新
し

い
価
値
を
共
に
作
り
上
げ
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
だ
」
と

説
明
。
「
今
回
の
参
加
者
と

も
、
共
に
新
し
い
価
値
を
作

り
上
げ
て
い
く
関
係
を
構
築

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル

連
盟
は
、
会
員
施
設
の
社
員

が
個
人
で
他
の
会
員
施
設
に

宿
泊
す
る
際
に
５
千
円
の
補

助
金
を
支
援
す
る
「
個
人
現

地
受
入
研
修
制
度
」
を
始
め

た
。
他
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
を

見
学
す
る
こ
と
で
、
自
館
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
生
か
し
て

も
ら
う
の
が
目
的
。

　
対
象
は
経
営
者
、正
社
員
。

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
泊
ま

る
場
合
で
も
利
用
で
き
る
。

対
象
期
間
は
宿
泊
日
基
準
で

来
年
２
月

日
ま
で
。
対
象

プ
ラ
ン
は
、
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ

ル
プ
ラ
ン
を
除
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

の
手
配
型
宿
泊
プ
ラ
ン
、
募

集
型
企
画
旅
行
宿
泊
商
品

「
エ
ー
ス
」「
サ
ン
＆
サ
ン
」。

補
助
は
１
会
員
に
つ
き
１
回

で
、
先
着
２
０
０
会
員
限
定

と
し
て
い
る
。

　
旅
ホ
連
会
員
施
設
の
社
員

本
人
を
含
む
私
的
旅
行
の
み

に
利
用
可
能
。
業
務
利
用
は

不
可
。
利
用
の
際
に
は
、
名

刺
を
２
枚
以
上
持
参
し
、
宿

泊
先
の
旅
ホ
連
会
員
施
設
の

社
員
と
名
刺
交
換
を
行
い
、

宿
泊
先
の
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
自
館
で
の
情

報
共
有
を
行
う
よ
う
求
め
て

い
る
。
帰
着
後

日
以
内
に

宿
泊
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
旅
ホ

連
本
部
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
に
向
け
会
員

施
設
の
見
学
を
促
す
補
助
制

度
は
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
が
、

会
員
施
設
社
員
を
対
象
者
と

す
る
制
度
は
初
め
て
。
旅
ホ

連
会
員
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
設
定
し
た
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ

ー
ズ
会
（
Ｋ
Ｃ
Ｐ
、
堀

則
会
長
）
は
４
、
５
日
、
会
員

施
設
の
女
性
経
営
者
や
従
業
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

「
第

回
女
性
文
化
講
座
」

を
横
浜
市
中
区
の
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し

た
。
会
員

人
が
参
加
。
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
概
要
や
来
年
の
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
「
明
智
光

秀
」
に
つ
い
て
の
見
識
を
深

め
た
。

　
講
座
で
は
冒
頭
、
Ｋ
Ｃ
Ｐ

の
堀
会
長
が
「
今
年
、
近
畿

日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
協
定
旅
館

ホ
テ
ル
連
盟
、ひ
ま
わ
り
会
、

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
会
を
解
散
し
、
Ｋ
Ｃ

Ｐ
と
し
て
一
本
化
し
た
。
新

体
制
で
は
宿
泊
、
運
輸
、
観

光
施
設
が
『
共
生
と
共
創
』

を
テ
ー
マ
に
シ
ナ
ジ
ー
を
出

し
て
ま
い
進
す
る
。
ま
た
、

歴
史
あ
る
女
性
文
化
講
座
の

回
数
は
、
新
組
織
が
誕
生
し

た
が
以
前
か
ら
継
続
し
た
。

来
年
は

周
年
を
迎
え
る
。

参
加
者
の
要
望
に
添
い
、
内

容
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。
中
照
策
女
性
文
化
講
座

副
会
長
は
「
開
催
前
日
の
３

日
に
は
、
横
浜
で
大
雨
が
降

り
交
通
機
関
が
ま
ひ
し
た
。

最
近
は
豪
雨
や
台
風
な
ど
災

害
が
多
い
。
災
害
へ
の
準
備

は
日
頃
か
ら
行
う
必
要
が
あ

る
。
女
性
文
化
講
座
で
も
ト

レ
ン
ド
や
危
機
管
理
な
ど
を

学
び
、
ぜ
ひ
日
頃
の
業
務
に

も
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
た
。

　
初
日
は
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
事
業
推
進
部
の
栗
山
千

三
部
長
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
裏
話
」
を
テ
ー
マ
に
、
来

夏
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
概
要
や
、
開
催
で

動
く
費
用
、
大
会
ス
ポ
ン
サ

ー
の
役
割
な
ど
を
説
明
し

た
。
ま
た
、
静
岡
大
学
の
小

和
田
哲
男
名
誉
教
授
が
「
明

智
光
秀
を
め
ぐ
る
女
性
た

ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
来
年
の

大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」

の
主
人
公
で
あ
る
明
智
光
秀

の
生
涯
や
関
わ
っ
た
女
性
を

紹
介
。
歴
史
の
中
か
ら
学
ぶ

人
生
の
教
訓
や
仕
事
に
生
き

る
ヒ
ン
ト
を
語
っ
た
。

　
２
日
目
は「
あ
く
び
体
操
」

の
考
案
者
で
健
康
維
持
法
研

究
家
の
た
ん
だ
あ
つ
こ
氏
が

「
い
つ
ま
で
も
美
し
く
輝
く

た
め
に
～
若
さ
・
健
康
の
要

は
肩
甲
骨
だ
っ
た
！
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
肩
こ
り
、
腰
痛

の
改
善
法
や
肩
甲
骨
の
重
要

性
を
述
べ
、
若
さ
と
健
康
へ

の
ポ
イ
ン
ト
を
伝
授
し
た
。

続
い
て
、
同
志
社
大
学
大
学

院
社
会
学
研
究
科
の
佐
伯
順

子
教
授
が
「
メ
デ
ィ
ア
が
描

く
女
性
～
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
か

ら
み
る
日
本
社
会
」
を
テ
ー

マ
に
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
か
ら

見
え
る
日
本
社
会
に
つ
い
て

説
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
横
浜
港
町
の

雰
囲
気
を
楽
し
み
な
が
ら
の

懇
親
会
や
鶴
岡
八
幡
宮
な
ど

古
都
鎌
倉
を
め
ぐ
る
エ
キ
ス

カ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
、
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
で
岐
阜
、

可
児
、
亀
岡
市
内
で
の
ド
ラ

マ
館
の
運
営
を
受
注
。
来
年

１
月

日
か
ら
開
館
す
る
予

定
だ
。

　
寺
社
周
辺
で
の
宿
泊
施
設

の
運
営
や
地
域
活
性
化
事
業

な
ど
を
手
掛
け
る
和
空
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
大
阪
市
北
区
、

熊
澤
克
己
代
表
）
は
８
日
、

奈
良
県
斑
鳩
町
に
和
文
化
体

験
な
ど
が
で
き
る
旅
館
「
門

前
宿
　
和
空
法
隆
寺
」
を
開

業
し
た
。
宿
泊
施
設
が
少
な

い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
奈
良
県
で
、
古
寺
観
光
目

的
の
シ
ニ
ア
層
や
訪
日
外
国

人
の
滞
在
型
利
用
を
狙
う
。

　
同
館
が
開
業
し
た
の
は
、

法
隆
寺
参
道
沿
い
、
同
寺
南

大
門
か
ら
歩
い
て
１
分
ほ
ど

の
場
所
。
同
町
が
２
０
１
４

年
に
法
隆
寺
周
辺
の
土
地
用

途
制
限
を
緩
和
し
た
こ
と
に

よ
り
実
現
し
た
。
参
道
沿
い

の
「
東
方
館
」
と
隣
接
す
る

「
西
方
館
」
に
分
か
れ
て
お

り
、
い
ず
れ
も
軽
量
鉄
骨
造

り
の
２
階
建
て
。
総
敷
地
面

積
は
４
３
７
５
・
１
４
平
方

㍍
、
延
べ
床
面
積
は
２
９
３

４
・
９
７
平
方
㍍
で
客
室
数

は

室
、定
員
は
１
４
１
人
。

客
室
は
全
室
畳
敷
き
で
、
ロ

ー
ベ
ッ
ド
を
配
し
た
和
モ
ダ

ン
ス
タ
イ
ル
と
し
た
。
東
方

館
に
は
１
０
０
畳
の
大
広
間

や
、
貸
し
切
り
利
用
も
可
能

な
四
つ
の
風
呂
を
備
え
る
。

　
食
事
は
神
田
川
俊
郎
・
全

日
本
調
理
師
協
会
名
誉
会
長

が
監
修
し
た
。
夕
食
に
は
大

和
榛
原
牛
な
ど
の
地
元
食
材

を
使
っ
た
特
別
懐
石
料
理
や

精
進
料
理
を
提
供
。
朝
食
は

手
作
り
に
こ
だ
わ
っ
た
、

「
健
康
和
食
バ
イ
キ
ン
グ
」

を
用
意
す
る
。

　
大
広
間
を
使
い
、
香
道
、

華
道
、茶
道
、書
道
な
ど
和
文

化
体
験
も
行
う
。
に
ぎ
り
墨

づ
く
り
や
薫
り
袋
づ
く
り
な

ど

～

分
で
で
き
る
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
３
千
円
程
度
の

参
加
料
で
用
意
す
る
。今
後
、

各
部
屋
で
の
写
経
体
験
な
ど

も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
宿
泊
料
金
は
１
泊
２
食
税

別
１
万
８
５
０
０
円
か
ら
。

　
３
日
に
は
開
業
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
元
地
方

創
生
担
当
相
で
、
自
民
党
観

光
立
国
調
査
会
文
化
財
・
社

寺
観
光
に
関
す
る
小
委
員
会

委
員
長
の
山
本
幸
三
衆
院
議

員
は
じ
め
、
荒
井
正
吾
奈
良

県
知
事
、
中
西
和
夫
斑
鳩
町

長
ら
が
出
席
し
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
行
っ
た
。
山
本
議
員

は
「
寺
社
は
地
方
に
あ
り
、

そ
こ
を
利
活
用
す
る
の
は
地

方
創
生
に
つ
な
が
る
。
外
国

人
観
光
客
に
日
本
文
化
を
深

く
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
も

大
い
に
役
立
つ
の
で
、
今
後

も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
中
西
町
長

は
「
斑
鳩
町
は
国
宝
が

も

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通

過
型
観
光
で
終
わ
っ
て
い

た
。
２
０
２
１
年
に
は
聖
徳

太
子
御
遠
忌
１
４
０
０
年
を

迎
え
る
。
た
く
さ
ん
の
人
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
規
制

緩
和
で
実
現
し
た
宿
泊
施
設

や
古
民
家
カ
フ
ェ
な
ど
各
施

設
と
連
携
し
て
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
語
っ
た
。

　
同
社
で
は
一
般
社
団
法
人

「
全
国
寺
社
観
光
協
会
」
の

監
修
を
受
け
、
寺
社
の
参
道

や
門
前
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
行
う
「
参
道
活
性
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
展
開
し
て
お
り
、

和
空
法
隆
寺
を
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
第
１
弾
と
位
置
付
け

る
。
今
後
２
０
２
３
年
ま
で

に
、
門
前
宿
や
宿
坊
な
ど
を

全
国
に

棟
開
設
す
る
計
画

だ
。

　
温
泉
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
ゆ
こ
ゆ
こ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス（
東
京
都
中
央
区
、

ゆ
こ
ゆ
こ
）
は

日
、
通
常

よ
り
得
に
泊
ま
れ
る
特
別
プ

ラ
ン
を
販
売
す
る
「
ゆ
こ
ゆ

こ
秋
の
大
感
謝
祭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
＝
写
真
＝
を
開
始
し

た
。
販
売
は
全
国
で
５
０
０

軒
以
上
の
宿
泊
施
設
が
対

象
。
秋
の
消
費
増
税
の
対
象

と
な
る
国
内
旅
行
を
盛
り
上

げ
、
温
泉
地
な
ど
地
域
の
活

性
化
に
寄
与
す
る
。

月


日
ま
で
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
ゆ
こ

ゆ
こ
掲
載
の
中
か
ら
約
６
０

０
軒
の
宿
を
対
象
に
、ゆ
こ

ゆ
こ
の
会
員
誌
価
格（
８
月


日
発
行
）か
ら
１
人
当
た

り
千
円
以
上
得
に
泊
ま
れ
る

特
別
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
。

　
ま
た
、
秋
の
大
感
謝
祭
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
同
時
に
、
同

社
が
運
営
す
る
「
ゆ
こ
ゆ
こ

ネ
ッ
ト
」
で
予
約
１
件
当
た

り
２
千
円
が
割
引
と
な
る
限

定
ク
ー
ポ
ン
も
発
行
す
る
。

　
「
秋
は
紅
葉
な
ど
観
光
が

楽
し
め
、
食
が
お
い
し
い
季

節
。
温
泉
な
ど
旅
行
に
出
掛

け
て
ほ
し
い
」
と
同
社
。

　
一
般
社
団
法
人
ま
ち
か
ど

健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
京
都
多
摩
市
）
は
「
睡

眠
の
日
」
の
３
日
、
眠
り
に

適
し
た
環
境
を
整
え
る
宿
泊

施
設
２
軒
を
「
眠
り
に
い
い

宿
」
第
１
号
と
し
て
認
定
し

た
、
と
発
表
し
た
。

　
認
定
さ
れ
た
の
は
福
岡
市

の「
ホ
テ
ル
・
グ
レ
ー
ト
・
モ

ー
ニ
ン
グ
・
ハ
カ
タ
」と
京
都

市
の「
京
の
宿
　
月
光
庵
」。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
月
光

庵
に
つ
い
て
、
「
京
の
町
屋

を
柔
ら
か
な
照
明
、
体
に
優

し
い
寝
具
な
ど
眠
り
に
こ
だ

わ
る
こ
と
で
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ

ー
な
空
間
に
変
身
」
し
た
と

評
価
。

　
認
定
に
際
し
て
は
、
睡
眠

評
価
研
究
機
構
代
表
の
白
川

修
一
郎
氏
監
修
の

項
目
に

及
ぶ
審
査
を
、
快
眠
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
協
力
の
も
と
、

睡
眠
改
善
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
有
資
格
者
が
実
施
し
、
認

定
し
た
と
い
う
。

　
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
良

質
な
眠
り
を
確
保
す
る
た
め

の
寝
具
や
寝
室
、
睡
眠
環
境

の
提
案
な
ど
、
「
眠
り
」
関

連
分
野
で
顧
客
満
足
を
追
求

す
る
異
業
種
企
業
の
集
ま
り

で
、

年
に
設
立
さ
れ
た
任

意
団
体
。
イ
ワ
タ
や
太
陽
化

学
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い

る
。

　
睡
眠
の
日
は
、
精
神
・
神

経
科
学
振
興
財
団
が
日
本
睡

眠
学
会
と
協
力
し
、
制
定
し

て
い
る
。
９
月
３
日
と
３
月


日
が
そ
れ
に
当
た
る
。
３

月

日
は
世
界
睡
眠
医
学
協

会
（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｍ
）
が
定
め
る

「
世
界
睡
眠
デ
ー
」
で
も
あ

る
。

　
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
予

約
サ
ー
ビ
ス「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
」

を
運
営
す
る
Ｌ
ｏ
ｃ
ｏ
　
Ｐ

ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
（
ロ
コ
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
）は
こ
の
ほ
ど
、

顧
客
の
旅
行
動
向
や
人
気
の

宿
泊
施
設
の
傾
向
を
調
査
す

る
機
関
「
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
ト
ラ

ベ
ル
ラ
ボ
」
か
ら
、
「
２
０

１
９
年
９
月
の
３
連
休
　
旅

行
動
向
調
査
」を
発
表
し
た
。

３
連
休
の
人
気
エ
リ
ア
と
し

て
第
１
位
に
「
東
京
都
」
を

選
出
し
た
。

　
調
査
は
、
Ｒ
ｅ
ｌ
ｕ
ｘ
の

８
月

日
時
点
の
顧
客
予
約

件
数
か
ら
、９
月

～

日
、

同

～

日
の
宿
泊
期
間
を

対
象
に
集
計
。

　
９
月
３
連
休
の
人
気
エ
リ

ア
は
、
１
位
東
京
都
、
２
位

神
奈
川
県
、
３
位
静
岡
県
、

４
位
兵
庫
県
、
５
位
京
都
府

と
な
っ
た
。
同
ラ
ボ
は
「
都

市
部
の
人
気
が
集
ま
っ
た
。

一
方
、
夏
に
人
気
の
北
海
道

は
ラ
ン
ク
外
に
。
９
月
は
狙

い
目
だ
」
と
分
析
し
た
。

　
人
気
日
は
、

日
が

％

と
一
番
人
気
が
高
か
っ
た
。

一
方
、
一
番
人
気
が
な
い
の

は

日
の
９
％
だ
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
は
２
人

が

％
と
一
番
多
く
、
１
人

が

％
、
子
ど
も
連
れ
が


％
、
４
人
以
上
が
８
％
、
３

人
が
７
％
と
続
い
た
。

　
宿
泊
予
算
は
、
６
万
５
７

２
８
円
だ
っ
た
（
参
考
＝
お

盆
の
宿
泊
予
算
は
７
万
２
１

４
円
）
。

　
「
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
や
お
盆
に
予
約
が
集
中

す
る
。
費
用
重
視
の
人
に
は

９
月
３
連
休
は
オ
ス
ス
メ

だ
」
と
同
ラ
ボ
。




